












結果 

kaup 指数はこれまで 20 以上が肥満,15 から 18 が正常,14 以下がやせとされている。 

3歳のときと6歳のときのkaup指数分布(表1)は,3歳では19以上の肥満傾向は3人(2.5%),

全体的には 17 が 16.5%,16 が 29.8%15 が 25.6%でこれらが大半を占めていた。6歳になると

16 が 16.6%,15 が 28.4%・14 が 37.4%と kaup 指数で 1段階の減少を認め,やゝやせの傾向を

示していた。 

kaup指数と出生時体重の関係(表2)をみると,3歳のときは両者の間に相関は認めず,6歳に

なると 15 以上は 2,999g 以下 38%,3,000g 以上では 64%で,これは 1%以下の危険率で相関を

示し,出生児体重が大きい程,.kaup 指数が大きい結果が得られた。 

kaup 指数と乳児期栄養法との関係(表 3)は 3 歳のときには相関なく,6 歳のときの kaup 指

数 16 以上は,人工栄養で 21 人(37%),母乳栄養は 5人(16%)と人工栄養に有意に高かった。 

kaup 指数と家族総人数との関係(表 4)は,3 歳のときは相関を認めず 6 歳になると kaup 指

数 16 以上は家族総人数 4 人以下は 52 人中 21 人(40%)5 人以上は 67 人中 13 人(19%)と 2%

以下の危険率で kaup 指数 16 以上は,家族総人数 4人以下に多い傾向があった。 

同胞のあるもの,ないものとの kaup 指数相関(表 5)は 3 歳 6 歳時とも認めなかった。 

kaup指数と昼間の世話役との関係(表6)では3歳,6歳とも母親の育てたものの方が祖母の

育てたものより,kaup 指数が大きい傾向は認めたが有意差はなかった。 

kaup 指数と家族状況の相関(表 7)はとくに祖父母同居率は 3 歳のときに相関は認めない

が,6 歳では同居していないものの方が,kaup 指数 16 以上が多く・これは危険率 2%以下で

有意であった。両親の共稼ぎとの相関は認めなかった。 

kaup指数と食事の関係(表8)は,3歳のときではkaup指数が大きい方に,逆に6歳ではkaup

指数の小さい方に関係が多い傾向がみられ 1%以下の危険率で有意であった。 

最後に kaup 指数と食事に関する悩み(表 9)では 3歳 6 歳時とも kaup 指数が小さいものは

少量しか食べない傾向を認めたが,偏食,間食については有意差を認めなかった。 


